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橋梁補修計画一 般図

1

工 事 名

路線 名等

工事 箇所

令和8年度 道路メンテナンス事業

伊沢谷橋補修工事（第3工区）

阿波市阿波町綱 懸

図 示 図 面番号

徳島県阿波市

株式会社 フ ジタ建 設コンサルタン ト

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業 者名

/ 2 0

下流側 上流側

上流側 下流側 下流側 上流側

防護柵工補修(3),(4)

塗替塗装工

水道管 150A

下部工補修(3)

ひび割れ補修工

主桁・横桁工補修(1)～(3)

塗替塗装工

下部工補修工(3)

断面修復工

主桁工補修(孔食部)(3)

鋼材減肉部･孔食部補修工

下部工補修(4)

ひび割れ補修工

下部工補修(4)

断面修復工

支承工補修(3)

支承防錆工、部材取替工

支承工補修(2)

支承防錆工、部材取替工

床版工補修(3),(4)

ひび割れ補修工,断面修復工

主桁・横桁工補修(1)～(3)

塗替塗装工

主桁・横桁工補修(1)～(3)

塗替塗装工

補修工法一覧
補 修 工 法 一 覧

劣化状況 補修工法 備 考部位・部材

腐食、防食機能の劣化 塗替塗装工

腐食(孔食) 鋼材減肉部･孔食部補修工 当て板補修工

ひび割れ ひび割れ補修工

うき、剥離、鉄筋露出 断面修復工

腐食 支承防錆工

うき、剥離、鉄筋露出 断面修復工

左官工法

金属溶射

左官工法

Rc-I塗装系

低圧注入工法

ひび割れ

主桁,支承等への漏水

ひび割れ補修工

止水装置追加 乾式止水材

低圧注入工法

車道橋：主桁・横桁工

車道橋：主桁工

車道橋：床版工

車道橋：伸縮装置工

車道橋：下部工

ひび割れ ひび割れ補修工 低圧注入工法

車道橋：親柱工(A2側) うき、剥離、鉄筋露出 断面修復工 左官工法

下部工補修(4)

ひび割れ補修工

車道橋：防護柵工 腐食 塗替塗装工 Ra-III塗装系

車道橋：支承工
腐食、ボルトのゆるみ 部材取替え工 ピンチプレート、ナット交換

歩道橋：下部工

車道橋：地覆工
うき、剥離、鉄筋露出

ひび割れ ひび割れ補修工

断面修復工 左官工法

低圧注入工法

地覆工補修(3),(4)

ひび割れ補修工,断面修復工

地覆工補修(3),(4)

ひび割れ補修工,断面修復工

防護柵工補修(3),(4)

塗替塗装工

防護柵工補修(3),(4)

塗替塗装工

防護柵工補修(3),(4)

塗替塗装工

防護柵工補修(3),(4)

塗替塗装工

防護柵工補修(3),(4)

塗替塗装工

施工は4分割にて実施する。図中の引出線中の( )番号は、施工分割を示す。
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T-4

TP+56.988m

T-3

TP+58.064m

300 支間長 23500 支間長 22380 支間長 22380 支間長 22380

80 桁長 113240 80

橋長 113400

300支間長 22000

A1橋台
P1橋脚

P2橋脚
P3橋脚

P4橋脚
A2橋台

橋長 112000

100 100100 桁長 22280 100 桁長 22280 100100 桁長 22280桁長 22280 桁長 22280

240 支間長 21800 240240 支間長 21800 240 240 支間長 21800 240 240 支間長 21800 240 240 支間長 21800 240

A1橋
台

P1橋
脚

P2橋
脚

P3橋
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P4橋
脚 A2橋台

MOV MOV MOV MOV MOVFIX FIX FIX FIX FIX

MOV FIX FIX FIX FIX MOV
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TP+51.28m

Bor.No.3
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平 面 図
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川

伊
沢
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川

至 脇町(右岸側)至 徳島(左岸側)

平面図河川内現地盤は「平成22年度地方道路交付金事業 中伊沢谷橋側道橋詳細設計業務」の測量結果を使用している。

現在、河川内河床掘削等の工事中である。

橋長 113400
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80

300 支間長 23500

桁長 113240

支間長 22380 支間長 22380 支間長 22380 支間長 22000
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240 支間長 21800 240 240 支間長 21800 240 240 支間長 21800 240 240 支間長 21800 240 240 支間長 21800 240

100 桁長 22280 100 桁長 22280 100 桁長 22280 100 桁長 22280 100 桁長 22280 100

HWL TP+52.965
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P1橋
脚

P2橋
脚

P3橋
脚

P4橋
脚

A2橋
台

A1橋
台

TP+40.000

側 面 図 (自転車歩行者専用橋)

側 面 図 (車道橋) 橋 梁 補 修 計 画 一 般 図 S=1:300

市道 中央東西線

伊沢谷橋

昭和47(1972)年 3月

設 計 荷 重 2等橋(TL-14tf)

形 式 5径間単純RC床版合成鈑桁橋

112.000m

桁 長 5@22.280m

5@21.800m

θ=90°

縦 断 勾 配 1.0%程度 凸型勾配

アスファルト舗装

逆Ｔ式橋台，張出式橋脚

道路橋示方書 昭和39年

現 橋 諸 元

橋 長

支 間

斜 角

舗 装

躯 体 形 式

材 料

適 用 基 準

鉄筋コンクリート

上

部

工

下
部

工

架 設 年 度

路 線 名

橋 名

有 効 幅 員 6.000m

横 断 勾 配 2.0% 放物線勾配

橋 梁 規 格 車道橋

平成25(2013)年 8月

群集荷重

5径間連続RC床版非合成鈑桁橋

113.400m

113.240m

23.500m,3@22.380m,22.000m

θ=90°

1.0% 凸型勾配

アスファルト舗装

逆T式橋台,円柱式橋脚(場所打ち杭)

道路橋示方書・同解説 平成14年3月

鉄筋コンクリート

3.000m

2.0% 片勾配

自転車歩行者専用橋
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水道管 150A

下部工補修(3)

ひび割れ補修工

下部工補修(3)

ひび割れ補修工

下部工補修(4)

ひび割れ補修工

下部工補修(4)

ひび割れ補修工

下部工補修(3)

断面修復工

下部工補修(3)

ひび割れ補修工

下部工補修(4)

ひび割れ補修工

下部工補修(4)

ひび割れ補修工

支承工補修(1)

支承防錆工

部材取替工

支承工補修(3)

支承防錆工

部材取替工

伸縮装置工補修(3)

止水装置追加

伸縮装置工補修(1)

止水装置追加

伸縮装置工補修(2)

止水装置追加

伸縮装置工補修(3)

止水装置追加

伸縮装置工補修(1)

止水装置追加

伸縮装置工補修(1)

止水装置追加

伸縮装置工補修(1)

止水装置追加

伸縮装置工補修(2)

止水装置追加

伸縮装置工補修(2)

止水装置追加

主桁・横桁工補修(1)～(3)

塗替塗装工

親柱工補修(4)

断面修復工

防護柵工補修(3),(4)

塗替塗装工

地覆工補修(3),(4)

ひび割れ補修工,断面修復工

下部工補修(3)

断面修復工

下部工補修(4)

ひび割れ補修工,断面修復工

下部工補修(3)

ひび割れ補修工

下部工補修

ひび割れ補修工

支承工補修(3)

支承防錆工

部材取替工

支承工補修(2)

支承防錆工

部材取替工

支承工補修(1)

支承防錆工

部材取替工

支承工補修(1)

支承防錆工

部材取替工

支承工補修(2)

支承防錆工

部材取替工

支承工補修(1)

支承防錆工

部材取替工

支承工補修(2)

支承防錆工

部材取替工

支承工補修(2)

支承防錆工

部材取替工

伸縮装置工補修(1)

止水装置追加

伸縮装置工補修(1)

止水装置追加
伸縮装置工補修(2)

止水装置追加

橋長 112000

第3分割(塗替塗装工(主桁･横桁),支承工補修) 第1分割(塗替塗装工(主桁･横桁),支承工補修) 第2分割(塗替塗装工(主桁･横桁),支承工補修)

第3分割(主桁工補修(鋼材減肉部･孔食部補修工),床版工補修,地覆工補修,防護柵工補修)



市道 中央東西線

塗 替 塗 装 工 詳 細 図 (1/6)

車道橋 第1,5径間 主桁G1,G3桁

S=1:50

塗替塗装工詳細図 ( 1 / 6 )
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塗装しない。
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SOLE PLは支承防錆工で計上
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SOLE PLは支承防錆工で計上

塗替塗装規格表(Rc-I塗装系(スプレー※1))

素地調整

名 称

下塗

下塗

中塗

上塗 弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

使用量(g/m2)

-

240

240

170

140

規 格 塗装間隔

4時間以内

1～10日

1～10日

1～10日

1～10日※2
防食下地 有機ジンクリッチペイント 600

※1:原則はスプレー塗装とするが、発注者との協議の上で、はけ、ローラーに変更もできる。

※2:現場の施工条件に応じて塗装間隔を別途取り決める場合もある。

※3:ブラスト処理による除せい度はISO Sa 2 1/2とする。

※4:主桁･横桁等の鋼部材は、PCB、鉛等の有害物質を含むため塗膜除去工法を施工する。

塗膜除去工※4+I種※3

塗膜除去歩掛は、塗装仕様、膜厚、施工時期により

塗膜除去能率が大きく変わるため、当初から確定す

ることは困難である。(設計時は推定)

よって、設計図書条件を標準案とした事前の剥離試

験を行い、現場条件に適した塗膜剥離剤の選定およ

び剥離剤塗布回数(剥離回数)を再設定、設計変更対

応とする。

[剥離剤を使用した塗料の剥離作業における労働災害

防止について]国土交通省事務連絡を参考に、剥離剤

は水系を推奨する。

START

塗膜除去工施工フロー

剥離剤塗布

軟化の確認

塗膜剥離(工具)

塗膜かす回収

現場塗装工

残存塗膜有

・発生材処分

・仮設工、養生シート撤去

・スクレーパーなど

・スプレー

・はけ、ローラー

・仮設工、養生シート設置

・水洗い、清掃

・塗膜調査

・剥離調査

注記)

1.塗替え塗装に関しては、鋼道路橋防食便覧(H26年3月)に基づき、Rc-I塗装系を使用すること。

2.素地調整は、塗膜除去工(塗膜剥離剤)及びI種ケレンで施工を実施する。

防じん対策等を実施した上で施工を実施すること。

3.図中の寸法等は、現地調査等に基づくものであり、工事に際しては、現地状況を十分把握し、

発注者の了承を得た上で施工を実施すること。

4.施工数量については、現地再確認を行った上、発注者の承諾を得て決定すること。

5.施工前に監督員と協議を実施し彩色等の確認を行うこと。

6.床版端部鋼鈑の一部に伸縮止水装置が設置されるため、4者協議（発注者、受注者、塗装業者、設計者）

を実施し、施工手順や塗膜の処理方法等について決定すること。

7.既存塗膜に低濃度PCB及び鉛が含有しているため、環境対策資機材及び安全衛生保護具を用いて安全衛生に留意し

施工を行うこと。

8.塗膜かすは、低濃度PCBが含有しているため、「PCB無害化処理認定施設」の資格を保有している処理業者で処理を行うこと。

なお、徳島県内には上記資格を保有している処理業者が存在しておらず、他県への持ち出しとなるため、他県の条例を遵守し

処理を行うこと。

工 事 名

路線名等

工事箇所 阿波市阿波町綱懸

図 示 図面番号

徳島県阿波市

株式会社 フジタ建設コンサルタント

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名
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令和8年度 道路メンテナンス事業

伊沢谷橋補修工事（第3工区）
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塗替塗装規格表(Rc-I塗装系(スプレー※1))

素地調整

名 称

下塗

下塗

中塗

上塗 弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

使用量(g/m2)

-

240

240

170

140

規 格 塗装間隔

4時間以内

1～10日

1～10日

1～10日

1～10日※2
防食下地 有機ジンクリッチペイント 600

※1:原則はスプレー塗装とするが、発注者との協議の上で、はけ、ローラーに変更もできる。

※2:現場の施工条件に応じて塗装間隔を別途取り決める場合もある。

※3:ブラスト処理による除せい度はISO Sa 2 1/2とする。

※4:主桁･横桁等の鋼部材は、PCB、鉛等の有害物質を含むため塗膜除去工法を施工する。

塗膜除去工※4+I種※3

塗膜除去歩掛は、塗装仕様、膜厚、施工時期により

塗膜除去能率が大きく変わるため、当初から確定す

ることは困難である。(設計時は推定)

よって、設計図書条件を標準案とした事前の剥離試

験を行い、現場条件に適した塗膜剥離剤の選定およ

び剥離剤塗布回数(剥離回数)を再設定、設計変更対

応とする。

[剥離剤を使用した塗料の剥離作業における労働災害

防止について]国土交通省事務連絡を参考に、剥離剤

は水系を推奨する。

START

塗膜除去工施工フロー

剥離剤塗布

軟化の確認

塗膜剥離(工具)

塗膜かす回収

現場塗装工

残存塗膜有

・発生材処分

・仮設工、養生シート撤去

・スクレーパーなど

・スプレー

・はけ、ローラー

・仮設工、養生シート設置

・水洗い、清掃

・塗膜調査

・剥離調査

注記)

1.塗替え塗装に関しては、鋼道路橋防食便覧(H26年3月)に基づき、Rc-I塗装系を使用すること。

2.素地調整は、塗膜除去工(塗膜剥離剤)及びI種ケレンで施工を実施する。

防じん対策等を実施した上で施工を実施すること。

3.図中の寸法等は、現地調査等に基づくものであり、工事に際しては、現地状況を十分把握し、

発注者の了承を得た上で施工を実施すること。

4.施工数量については、現地再確認を行った上、発注者の承諾を得て決定すること。

5.施工前に監督員と協議を実施し彩色等の確認を行うこと。

6.床版端部鋼鈑の一部に伸縮止水装置が設置されるため、4者協議（発注者、受注者、塗装業者、設計者）

を実施し、施工手順や塗膜の処理方法等について決定すること。

7.既存塗膜に低濃度PCB及び鉛が含有しているため、環境対策資機材及び安全衛生保護具を用いて安全衛生に留意し

施工を行うこと。

8.塗膜かすは、低濃度PCBが含有しているため、「PCB無害化処理認定施設」の資格を保有している処理業者で処理を行うこと。

なお、徳島県内には上記資格を保有している処理業者が存在しておらず、他県への持ち出しとなるため、他県の条例を遵守し

処理を行うこと。

工 事 名

路線名等

工事箇所 阿波市阿波町綱懸

図 示 図面番号

徳島県阿波市

株式会社 フジタ建設コンサルタント

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名
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令和8年度 道路メンテナンス事業

伊沢谷橋補修工事（第3工区）
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塗替塗装工詳細図 ( 5 / 6 )
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塗 替 塗 装 工 詳 細 図 (5/6) S=1:30
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塗替塗装規格表(Rc-I塗装系(スプレー※1))

素地調整

名 称

下塗

下塗

中塗

上塗 弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

塗膜除去工※4+I種※3

使用量(g/m2)

-

240

240

170

140

規 格 塗装間隔

4時間以内

1～10日

1～10日

1～10日

1～10日※2
防食下地 有機ジンクリッチペイント 600

※1:原則はスプレー塗装とするが、発注者との協議の上で、はけ、ローラーに変更もできる。

※2:現場の施工条件に応じて塗装間隔を別途取り決める場合もある。

※3:ブラスト処理による除せい度はISO Sa 2 1/2とする。

※4:主桁･横桁等の鋼部材は、PCB、鉛等の有害物質を含むため塗膜除去工法を施工する。

塗装面積集計(全径間当り)

部材名称

1,5径間

2,3,4径間

合計

1径間当り数量
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塗膜除去歩掛は、塗装仕様、膜厚、施工時期により

塗膜除去能率が大きく変わるため、当初から確定す

ることは困難である。(設計時は推定)

よって、設計図書条件を標準案とした事前の剥離試

験を行い、現場条件に適した塗膜剥離剤の選定およ

び剥離剤塗布回数(剥離回数)を再設定、設計変更対

応とする。

[剥離剤を使用した塗料の剥離作業における労働災害

防止について]国土交通省事務連絡を参考に、剥離剤

は水系を推奨する。

START

塗膜除去工施工フロー

剥離剤塗布

軟化の確認

塗膜剥離(工具)

塗膜かす回収

現場塗装工

残存塗膜有

・発生材処分

・仮設工、養生シート撤去

・スクレーパーなど

・スプレー

・はけ、ローラー

・仮設工、養生シート設置

・水洗い、清掃

・塗膜調査

・剥離調査

50 50

(円周長)

187

60

458

市道 中央東西線

桁 長 22280

平 面 図

端
対

傾
構

中
間

対
傾

構

分
配

横
桁

中
間

対
傾

構

端
対

傾
構

S=1:50

排水装置 排水装置

排水装置 排水装置

排水装置は1径間当り4箇所設置。

位置は、径間毎に異なる。

115 115

50
0

2
0
0

22
0
0

2
00

22
0
0

2
00

5
0
0

床版端部鋼鈑

下面PL

A=0.62m2

床版端部鋼鈑

下面PL

A=0.62m2

注記)

1.塗替え塗装に関しては、鋼道路橋防食便覧(H26年3月)に基づき、Rc-I塗装系を使用すること。

2.素地調整は、塗膜除去工(塗膜剥離剤)及びI種ケレンで施工を実施する。

防じん対策等を実施した上で施工を実施すること。

3.図中の寸法等は、現地調査等に基づくものであり、工事に際しては、現地状況を十分把握し、

発注者の了承を得た上で施工を実施すること。

4.施工数量については、現地再確認を行った上、発注者の承諾を得て決定すること。

5.施工前に監督員と協議を実施し彩色等の確認を行うこと。

6.床版端部鋼鈑の一部に伸縮止水装置が設置されるため、4者協議（発注者、受注者、塗装業者、設計者）

を実施し、施工手順や塗膜の処理方法等について決定すること。

7.既存塗膜に低濃度PCB及び鉛が含有しているため、環境対策資機材及び安全衛生保護具を用いて安全衛生に留意し

施工を行うこと。

8.塗膜かすは、低濃度PCBが含有しているため、「PCB無害化処理認定施設」の資格を保有している処理業者で処理を行うこと。

なお、徳島県内には上記資格を保有している処理業者が存在しておらず、他県への持ち出しとなるため、他県の条例を遵守し

処理を行うこと。

工 事 名

路線名等

工事箇所 阿波市阿波町綱懸

図 示 図面番号

徳島県阿波市

株式会社 フジタ建設コンサルタント

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/ 2 0

A1 P1 P2 P3 P4 A2

G1

G3

G2

24
0
0
2
40

0

24
0
0
2
40

0

100 22280 100 22280 100100 2228022280

配 置 図 S=1:300

第1径間 第2径間 第3径間 第4径間 第5径間

端
対

傾
構

中
間

対
傾

構

分
配

横
桁

中
間

対
傾

構

端
対

傾
構

22280

端
対

傾
構

中
間

対
傾

構

分
配

横
桁

中
間

対
傾

構

端
対

傾
構
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構
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塗替塗装工詳細図 ( 6 / 6 )
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市道 中央東西線

工 事 名

路線名等

工事箇所 阿波市阿波町綱懸

図 示 図面番号

徳島県阿波市

株式会社 フジタ建設コンサルタント

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/ 2 0

A1橋台

22280

P1橋
脚

側 面 図 S=1:40

支柱本数 N=15本/径間

83010014001001400100140010014001001400100140010014001001400100140010014001001400100140010014001001400100350

7
5

7
4
5

6
7
0

1
9
0

4
5

1
95

4
5

1
95

75

75

125

横ビーム □125x75x3.2

A=0.392m2/m

横ビーム □75x45x1.6

A=0.292m2/m

横ビーム □75x45x1.6

A=0.292m2/m

支柱 □100x100x3.2

A=0.392m2/m

7
5

1
9
0

4
5

1
95 75

75

125

端部PL PL 125x9x560

4
8
5

1
0

4
5

56
0

1
8
5

標 準 部 端 部 PL

部 材 詳 細 図 S=1:10

塗替塗装規格表(Ra-III塗装系(はけ,ローラー))

素地調整

名 称

下塗

下塗

中塗

上塗 長油性フタル酸樹脂塗料上塗

長油性フタル酸樹脂塗料中塗

鉛・クロムフリーさび止めペイント

鉛・クロムフリーさび止めペイント

III種

使用量(g/m2)

-

140

140

120

110

規 格 塗装間隔

4時間以内

1～10日

1～10日

下塗 鉛・クロムフリーさび止めペイント (140)

注記)

1.塗替え塗装に関しては、鋼道路橋防食便覧(H26年3月)に基づき、Ra-III塗装系を使用すること。

2.図中の寸法等は、現地調査等に基づくものであり、工事に際しては、現地状況を十分把握し、

発注者の了承を得た上で施工を実施すること。

3.施工数量については、現地再確認を行った上、発注者の承諾を得て決定すること。

4.施工前に監督員と協議を実施し彩色等の確認を行うこと。

塗装面積集計(全径間当り)

部材名称

合計

(鋼鈑露出部のみ)

1～10日

1～10日

全径間

合計

245.82

備考

m2

245.82m2

A1 P1 P2 P3 P4 A2

100 22280 10022280

第1径間 第2径間 第3径間 第4径間 第5径間
35

0
35

0

2228022280100 100 22280

60
0
0

平 面 図

支柱本数 N=75本/片側

111800

横ビーム延長 L=111.80m

支柱本数 N=75本/片側

横ビーム延長 L=111.80m

車道橋 全径間 防護柵

塗 替 塗 装 工 詳 細 図 (6/6) S=1:200
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市道 中央東西線

工 事 名

路線名等

工事箇所 阿波市阿波町綱懸

図 示 図面番号

徳島県阿波市

株式会社 フジタ建設コンサルタント

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/ 2 0

4
0
0

10
00

6700

位 置 図

A1橋台

補修箇所

G2桁

主桁工補修詳細図
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2
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9

9

9

9

9

2
5
0

40

2
5
0

65 65

4
0

4
0

75
7
52
5
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2
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44

234

214 20

高力ボルト

S10T M20x75

2
5
0

2
30

2
0

40
75

7
5

4
0

空洞

エポキシ樹脂による充填

高力ボルト

S10T M20x75

9

9 99

9

40 65 65 44

214 20

234

240

240

3 - 3

2 - 2

1 - 1

側 面 図

断 面 図

平 面 図

11

1

1

2 2

2 2

3

3

3

3

空洞

エポキシ樹脂による充填

Spl PLFill PL

高力ボルト

S10T M20x75

2
5
0

2
5
0

234

240

1 - 1

側 面 図

2 2

孔食部補修

金属パテ(セラミック金属補修特殊パテ)

A=0.003m2

断面減少部補修

金属パテ(セラミック金属補修特殊パテ)

A=0.018m2

素地調整

(塗替え塗装で計上済み)

234

240

2 - 2

平 面 図

11

孔食部補修

金属パテ(セラミック金属補修特殊パテ)

断面減少部補修

金属パテ(セラミック金属補修特殊パテ)

一 般 図 S=1:10

注記

・施工前に現場状況及び寸法等の確認を行うこと。

・既設鋼板のボルト孔周辺は、ディスクサンダー等により平坦化行うこと。

・素地調整および塗装は塗替え塗装工で計上しているため、塗装図面を参照すること。

主 桁 工 補 修 詳 細 図 S=1:10

車道橋 鋼材減肉部･孔食部補修工

9

鋼 材 加 工 図 S=1:5

2
5
0

234

4
0

75
75

6
0

40 65 65 64

4
0

75
75

4
0

23
0

40 65

214

65 44

1箇所当り数量
2-Spl PL 234x9x250(SM490A)
2-Fill PL 214x9x230(SS400)
7-TCB M20x75(S10T)

φ
=22.5

φ
=22.5

令和8年度 道路メンテナンス事業

伊沢谷橋補修工事（第3工区）



市道 中央東西線

工 事 名

路線名等

工事箇所 阿波市阿波町綱懸

図 示 図面番号

徳島県阿波市

株式会社 フジタ建設コンサルタント

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/ 2 0

床 版 工 補 修 詳 細 図 (1/6) S=1:40

車道橋 第1径間

A1橋台

22280

P1橋
脚

床版下面図
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00

95
0
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4
00
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00
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50

200 160

360
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50
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00
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00

床 版工補修詳細図 ( 1 / 6 )

7

床版0301

W=0.20/ΣL=55.56

床版0302

W=0.20/ΣL=52.00

床版0303

W=0.20/ΣL=37.76

床版0304

W=0.20/ΣL=48.75

床版0201

W=0.20/ΣL=52.66

床版0202

W=0.20/ΣL=46.17

床版0203

W=0.20/ΣL=30.43

床版0204

W=0.20/ΣL=33.25

補修工法 断面修復厚 表示

各工法の補修厚さは、以下の事項を考慮して決定した。

・低圧注入工法：補修対象は、中間床版の内0.2mm以上のひび割れに適用した。

・左官工法 ：1段鉄筋の鉄筋裏まで t=50mm

図中の記号は、損傷調査時の番号と同一であり、補修図においては抜け番号がある。

ひび割れ補修工(低圧注入工法) ---

補修凡例

□50x50 □100x100 □50x50

□150x50 □100x150 □50x50 □150x200 □150x70

□200x100

□130x100 □100x100 □100x100 □100x100 □150x100

□100x150

□100x150

□100x100

断面修復工(左官工法)防錆処理:有 t=50mm

(mm)
幅/長さ

(m)

1
1 2

3

4 5 6 2
7

8 9
10 11

12 13 14

1

31

35

32

36

33

37

34

38

A1 P1 P2 P3 P4 A2

G1

G3

G2

100 22280 10022280

配 置 図 S=1:300

第1径間 第2径間 第3径間 第4径間 第5径間

95
0

2
40

0
9
5
0

24
0
0

2228022280100 100 22280

床版0101

床版0201

床版0301

床版0401 床版0402

床版0302

床版0202

床版0102

床版0403

床版0303

床版0203

床版0103

床版0404

床版0304

床版0204

床版0104 令和8年度 道路メンテナンス事業
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市道 中央東西線

工 事 名

路線名等

工事箇所 阿波市阿波町綱懸

図 示 図面番号

徳島県阿波市

株式会社 フジタ建設コンサルタント

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/ 2 0

床 版 工 補 修 詳 細 図 (6/6) S=NS

車道橋

ひびわれ注入工:低圧注入
W(mm) L(m) 備考

ひびわれ注入工集計表

W = 0.20 mm L = 2366.25 m

部材No

0.20

0.20 52.66

46.17

0.20 30.43

0.20 33.25

床版02

床版0201

床版0202

床版0203

床版0204

0.20

0.20 55.56

52.00

0.20 37.76

0.20 48.75

床版03

床版0301

床版0302

床版0303

床版0304

1径間

356.58小 計

0.20

0.20 35.28

27.67

0.20 35.99

0.20 39.77

床版02

床版0201

床版0202

床版0203

床版0204

0.20

0.20 58.92

46.95

0.20 54.21

0.20 52.32

床版03

床版0301

床版0302

床版0303

床版0304

351.11小 計

0.20

0.20 61.16

49.70

0.20 48.45

0.20 61.35

床版02

床版0201

床版0202

床版0203

床版0204

0.20

0.20 74.52

70.60

0.20 61.53

0.20 71.81

床版03

床版0301

床版0302

床版0303

床版0304

3径間

499.12小 計

部材No W(mm) L(m) 備考

部材No W(mm) L(m) 備考

2径間

ひび割れ注入工法

補修工法詳細図

コンクリート

注入(エポキシ樹脂系注入材1種)

注入パイプ
(インジェクターゴム注入式)

表面処理(サンダー等)
シーリング(ポリエステル樹脂系シール材)

断面図

注入パイプ
200～300mm程度

ひび割れ

正面図

シーリング(ポリエステル樹脂系シール材)
W=30mm,t=2mm

ひび割れ部の清掃

注入孔の設置

シール材塗布及び注入器具取付

低圧注入工法 施工フロー

注入材の注入

シール材塗布及び注入器具撤去

仕上げ

※ ひび割れ補修工

・ひび割れ補修工(低圧注入工法)対象は、0.2mm以上のひびわれに適用した。

・使用材料については、1例を示している。施工においては、ひび割れ注入に

適した材料を選定し、監督員の承認を得ること。

補修工法詳細図

浮き,剥離,鉄筋露出調査

断面修復(左官)

断面修復工施工フロー

仕上げ

断面修復工集計表

V = m3(設計数量)

コンクリートはつり

(カッター工含む)

鉄筋ケレン・鉄筋防錆処理

(プライマー含む)

0.065

1
c
m程

度

既設鉄筋

カッター工(端部)

1cm程度

鉄筋ケレン・鉄筋防錆処理

5
c
m

断
面

修
復

厚

劣化範囲

断面修復範囲
プライマー塗布

現 状

補修要領

断面修復工(左官工法)

既設コンクリート断面欠損部

部材番号 数量

-

-

0.170

1.297

単位

m2

m2

m2

m2

適用

0.031 m2

断面修復工(左官工法)

ポリマーセメントモルタル

注記
・断面修復工端部にはカッター切りを行い、フェザーエッジとならない様にすること。
・プライマー塗布前には、塵埃の除去を行うこと。
・鉄筋が腐食している場合は鉄筋の裏側まではつりケレンすること。
・断面修復材は、ポリマーセメントモルタルとし、空隙を作らないように施工すること。
・断面修復深さは、最外縁鉄筋裏までとしt=5cmとした。交差鉄筋が腐食している場合は発注者の承認を得て、

断面修復深さを変更すること。

径間名

左官工法 鉄筋ケレン･鉄筋防錆処理：有

床版01

床版02

床版03

床版04

1径間

合 計

0.005

0.013

0.067

m2

m2

m2

床版02

床版03

床版04

2径間

床版01 0.111 m2

0.080

0.013

0.171

m2

m2

m2

床版02

床版03

床版04

3径間

床版01 0.200 m2

-

-

0.254

m2

m2

m2

床版02

床版03

床版04

4径間

床版01 0.076 m2

-

-

0.020

m2

m2

m2

床版02

床版03

床版04

5径間

床版01 0.086 m2

床版工補修詳細図 ( 6 / 6 )

8

3
cm

4径間

小 計

5径間

小 計

合 計

W(mm) L(m) 備考部材No

0.20

0.20 83.94

76.20

0.20 52.00

0.20 74.85

床版02

床版0201

床版0202

床版0203

床版0204

0.20

0.20 77.48

76.41

0.20 72.27

0.20 71.50

床版03

床版0301

床版0302

床版0303

床版0304

584.65

0.20

0.20 73.30

73.20

0.20 70.42

0.20 85.76

床版02

床版0201

床版0202

床版0203

床版0204

0.20

0.20 78.35

55.58

0.20 68.58

0.20 69.60

床版03

床版0301

床版0302

床版0303

床版0304

574.79

部材No W(mm) L(m) 備考

2366.25

令和8年度 道路メンテナンス事業

伊沢谷橋補修工事（第3工区）



市道 中央東西線

工 事 名

路線名等

工事箇所 阿波市阿波町綱懸

図 示 図面番号

徳島県阿波市

株式会社 フジタ建設コンサルタント

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/ 2 0

地 覆・親 柱 工 補 修 詳 細 図 (1/6) S=1:40

車道橋 第1径間

地覆・親柱工補修詳細図 ( 1 / 6 )

9

補修工法 断面修復厚 表示

各工法の補修厚さは、以下の事項を考慮して決定した。

・低圧注入工法：補修対象は、0.3mm以上のひび割れに適用した。

・左官工法 ：1段鉄筋の鉄筋裏まで t=50mm

図中の記号は、損傷調査時の番号と同一であり、補修図においては抜け番号がある。

ひび割れ補修工(低圧注入工法) ---

補修凡例

断面修復工(左官工法)防錆処理:有 t=50mm

(mm)
幅/長さ

(m)

3
50

6
0
00

3
5
0

6
7
00

断
面

図

A1橋台

22280

平面展開図
P1橋

脚

1 2 3 4

1

5 6 7 8

□3900x130 □1850x130 □100x130 □100x130

□70x80

□80x90

□70x80

□70x70

地覆0101

W=0.30/ΣL=0.15

A1 P1 P2 P3 P4 A2

100 22280 10022280

配 置 図 S=1:300

第1径間 第2径間 第3径間 第4径間 第5径間

35
0

35
0

2228022280100 100 22280

6
0
00

地覆0101

地覆0102

令和8年度 道路メンテナンス事業

伊沢谷橋補修工事（第3工区）



市道 中央東西線

工 事 名

路線名等

工事箇所 阿波市阿波町綱懸

図 示 図面番号

徳島県阿波市

株式会社 フジタ建設コンサルタント

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/ 2 0

地 覆・親 柱 工 補 修 詳 細 図 (6/6) S=NS

車道橋

ひび割れ注入工法

補修工法詳細図

コンクリート

注入(エポキシ樹脂系注入材1種)

注入パイプ
(インジェクターゴム注入式)

表面処理(サンダー等)
シーリング(ポリエステル樹脂系シール材)

断面図

注入パイプ
200～300mm程度

ひび割れ

正面図

シーリング(ポリエステル樹脂系シール材)
W=30mm,t=2mm

ひび割れ部の清掃

注入孔の設置

シール材塗布及び注入器具取付

低圧注入工法 施工フロー

注入材の注入

シール材塗布及び注入器具撤去

仕上げ

※ ひび割れ補修工

・ひび割れ補修工(低圧注入工法)対象は、0.3mm以上のひびわれに適用した。

・使用材料については、1例を示している。施工においては、ひび割れ注入に

適した材料を選定し、監督員の承認を得ること。

補修工法詳細図

浮き,剥離,鉄筋露出調査

断面修復(左官)

断面修復工施工フロー

仕上げ

断面修復工集計表

V = m3(設計数量)

コンクリートはつり

(カッター工含む)

鉄筋ケレン・鉄筋防錆処理

(プライマー含む)

0.177

1
c
m程

度

既設鉄筋

カッター工(端部)

1cm程度

鉄筋ケレン・鉄筋防錆処理

5
c
m

断
面

修
復

厚

劣化範囲

断面修復範囲
プライマー塗布

現 状

補修要領

断面修復工(左官工法)

既設コンクリート断面欠損部

部材番号 数量

0.717

0.235

0.434

3.535

単位

m2

m2

m2

m2

適用

0.798 m2

断面修復工(左官工法)

ポリマーセメントモルタル

注記
・断面修復工端部にはカッター切りを行い、フェザーエッジとならない様にすること。
・プライマー塗布前には、塵埃の除去を行うこと。
・鉄筋が腐食している場合は鉄筋の裏側まではつりケレンすること。
・断面修復材は、ポリマーセメントモルタルとし、空隙を作らないように施工すること。
・断面修復深さは、最外縁鉄筋裏までとしt=5cmとした。交差鉄筋が腐食している場合は発注者の承認を得て、

断面修復深さを変更すること。

径間名

左官工法 鉄筋ケレン･鉄筋防錆処理：有

地覆01

地覆02

地覆03

地覆04

1径間

合 計

1.296 m2親柱

地覆05 0.055 m2

地覆・親柱工補修詳細図 ( 6 / 6 )

1 0

3
cm

ひびわれ注入工:低圧注入
W(mm) L(m) 備考

0.30 0.15

小計 0.15
1径間 地覆

部材No

合計 2.10

ひびわれ注入工集計表

W = 0.60 mm L = 0.30 m

W = 0.50 mm L = 0.20 m

W = 0.30 mm L = 1.60 m

合 計 L = 2.10 m

2径間 地覆
0.30 1.45

小計 1.45

3径間 地覆

0.60 0.30

小計 0.50

0.50 0.20

2径間

3径間

4径間

5径間

令和8年度 道路メンテナンス事業

伊沢谷橋補修工事（第3工区）



支承防錆工

支承防錆工

支承防錆工

支承防錆工

支承防錆工

支承防錆工 支承防錆工

支承防錆工

支承防錆工 支承防錆工

支承防錆工

支承防錆工 支承防錆工

支承防錆工

支承防錆工 支承防錆工

支承防錆工

支承防錆工 支承防錆工

支承防錆工

支承防錆工 支承防錆工

支承防錆工

支承防錆工 支承防錆工

支承防錆工

支承防錆工 支承防錆工

支承防錆工

支承防錆工

A1橋台 P1橋脚 P2橋脚 P3橋脚 P4橋脚 A2橋台

平 面 図

支 承 工 補 修 図 S=1:40

車 道 橋

支承工補修図

1 1

工 事 名

路線名等

工事箇所 阿波市阿波町綱懸

図 示 図面番号

徳島県阿波市

株式会社 フジタ建設コンサルタント

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/ 2 0

ピンチプレート取替え

ナット取替え

ピンチプレート取替え

ナット取替え

ピンチプレート取替え

ナット取替え

ナット取替え ピンチプレート取替え

ナット取替え

ピンチプレート取替え

ナット取替え

ピンチプレート取替え

ナット取替え

ピンチプレート取替え

ナット取替え

ピンチプレート取替え

ナット取替え

ピンチプレート取替え

ナット取替え

ピンチプレート取替え

ナット取替え

ピンチプレート取替え

ナット取替え

ピンチプレート取替え

ナット取替え

ピンチプレート取替え

ナット取替え

ピンチプレート取替え

ナット取替え

ピンチプレート取替え

ナット取替え

ピンチプレート取替え

ナット取替え

ピンチプレート取替え

ナット取替え

ピンチプレート取替え

ナット取替え

ピンチプレート取替え

ナット取替え

ピンチプレート取替え

ナット取替え

ピンチプレート取替え

ナット取替え

ピンチプレート取替え

ナット取替え

ピンチプレート取替え

ナット取替え

ピンチプレート取替え

ナット取替え

ピンチプレート取替え

ナット取替え

ピンチプレート取替え

ナット取替え

ピンチプレート取替え

ナット取替え

ピンチプレート取替え

ナット取替え

ナット取替え

ナット取替え

ナット取替え

ピンチプレート取替え

ナット取替え

ピンチプレート取替え

ナット取替え

ピンチプレート取替え

ナット取替え

ピンチプレート取替え

ナット取替え

ピンチプレート取替え

ナット取替え

ピンチプレート取替え

ナット取替え

ピンチプレート取替え

ナット取替え

市道 中央東西線

2
0

4
0

20

8
0

40 40 35

115

φ
3
1

2
5

115

ピンチプレート詳細図

・1箇所当り数量(全35箇所)

1-PL80x25x115(SS400)

S=1:5

80 220 80

410 190

55 80 55

1
21

1
21

7
0

正面図 側面図

80 220 80

410 190

55 80 55

1
21

1
21

7
0

正面図 側面図

線支承(S-45型沓) 線支承(S-45型沓)

96 96

支 承 防 錆 詳 細 図

220

801
9
0

55 150 55150

410

平面図

220

801
9
0

55 150 55150

410

平面図

S=1:10

可動支承 固定支承

潤滑性防錆材注入

ブラスト処理

金属溶射

樹脂コーティング(封孔処理)

(社)日本支承協会認定(支承の若返り工法同等品)相当

支承部清掃

潤滑性防錆材(二硫化モリブデン溶液)を使用し、プレッシャーガンにて注入

錆のはつり落としを行うこと

ガス溶線式またはアーク溶線式にて溶射(皮膜厚 100μm以上)

樹脂塗料(エポキシ系保護材)使用し、エアレススプレーガンにて塗装(平均塗膜厚 80μm)

支承防錆工フロー

部 材 等

1～5径間支承全箇所

数 量

30 基

30 基合 計

支承防錆工 支承防錆工

支承防錆工

支承防錆工 支承防錆工

支承防錆工

正面図

2
5

3580

115

2
5

8035

115

ピンチプレート取替え
ナット取替え

部 材 取 替 え 工 詳 細 図 S=1:10

部材取付図

注記

・ピンチプレート、ナットの取替えは支承防錆工前に実施すること。

ブラスト後ではナットの取替えが困難となる。

腐食が著しく交換が困難となる場合は、発注者と協議を実施すること。

注記

・表記の工法は1例であり製品を指定するものではない。

ナット詳細図 S=1:3

53.1 53.1

24

・1箇所当り数量(全39箇所)

1-NUT M30

令和8年度 道路メンテナンス事業

伊沢谷橋補修工事（第3工区）



下側30mmの範囲

50-150

シリコン系

シリコン系D3 kg

kgシリコン系

品 名 仕 様 単位 備 考

mNo.12

L

L

溶融亜鉛メッキL75x40x6x200,SS400

ポリエチレンフォーム

難燃性

L

L

kg防塵材プライマー

防塵材FP用シーリング材

シリコン系D3

シリコン系

EPDMフォーム

2.773

0.088

1.317

A1

6.756

11.252

8

2.280

0.190

0.005

0.659シリコン系 L

乾式止水材(バリアレックス-M同等品)

数量表

プライマー

接着剤

シーリング材

防塵フォームPE

端部シーリング材マスター300LS

支持金具

防塵材FP

エポキシ系 kg 0.527エポキシ樹脂塗料

A2

1
0
0

1000 1000

5050

3000 3000

3506000350

6700

防塵材FP設置範囲 防塵材FP設置範囲
15

0

15
0

防塵フォーム1

端部シーリング材

5
0

乾式止水材寸法

5mm厚
乾式止水材

A

A

C

C

防塵フォーム2

5
0

端部シーリング材

5mm厚

B

B

1100 1100支持金具設置範囲

(現地にて乾式止水材下面15C面取り)

支持金具設置範囲

(現地にて乾式止水材下面15C面取り)
3051 3051

327
327

200100200100200100200200100200100200

450 3x300=900 4000 3x300=900 450

100200

橋
台

側
桁

側

平 面 図

断 面 図

2.773

0.088

1.317

6.756

11.252

8

1.710

0.182

0.005

0.659

0.527

車道橋 A1,A2橋台 止水装置追加

伸 縮 装 置 工 補 修 図 (1/2) S=1:20

90°
90
°

伸縮装置工補修図 ( 1 / 2 )

1 2

個

上記調査結果より、必要な場合は設計変更すること。3.

現地調査を行い、図面寸法と照合を行うこと。

既設止水材撤去後、リブ、通行管等がないか確認すること。

1.

2.

4. 表記の同等品は1例であり製品を指定するものではない。

5. 床版端部鋼鈑の塗装については4者協議を実施し、作業工程を決定すること。

支持金具詳細図 S=1:10

E - E

2
8

10
0
.4

4
0

支持金具

200

7
5

75

6

乾式止水材 S=1:10

No.12同等品

130

伸縮部

1
0
0.

4

止水膜
防塵層

支柱層

4
0

切落し

A - A B - B C - C

1
5

28
1
00

.
4

40

15

100

接着剤

プライマー

エポキシ樹脂塗料 E

E

D D

乾式止水材

防塵材FP

支持金具
シーリング

15mm角

防塵フォーム詳細図

1 2

接着剤

プライマー

エポキシ樹脂塗料

2
5

10
0
.4

28

20

100

乾式止水材

シーリング

25x20mm角

5
0

10
9 1
5
9

端部シーリング材

5mm厚

100

1
30

1
30

350 350

5
0

1
29

3005050300

1
78

1

17
9

1
78

1

17
95
0

1
29

43275mm2 43275mm2

35

断 面 図 S=1:10

90
°

90
°

S=1:10

(箇所数:38)

(製作数:38)

D - D S=1:5

防塵材FP詳細図 S=1:5

40

60

3
0

3
0

クロロプレンゴム

t=1mm,補強材入り

EPDMフォーム

2
5

40

40 40

60 56

プライマー

シーリング材

t=2mm

プライマー

シーリング材

t=2mm

A1

A1

30

6
0 3
0

30

クロロプレンゴム

t=1mm,補強材入り

EPDMフォーム

2
5

30

A2

A2

工 事 名

路線名等

工事箇所 阿波市阿波町綱懸

図 示 図面番号

徳島県阿波市

株式会社 フジタ建設コンサルタント

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/ 2 010
0

A1橋
台

A2橋
台

1000 1000

防塵材FP

N=19箇所

防塵材FP

N=19箇所

平 面 図 S=1:40
市道 中央東西線

配 置 図

P3 P4 A2P2P1A1

35
0

35
0

6
00

0

S=1:400 令和8年度 道路メンテナンス事業

伊沢谷橋補修工事（第3工区）



市道 中央東西線

工 事 名

路線名等

工事箇所 阿波市阿波町綱懸

図 示 図面番号

徳島県阿波市

株式会社 フジタ建設コンサルタント

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/ 2 0

下 部 工 補 修 詳 細 図 (1/12) S=1:40

車道橋 A1橋台・A2橋台

350 6000 350

6700

400 1000 1000 400

上流側 下流側

A1橋台

正 面 図 側 面 図側 面 図

4
00

1
0
00

6700

平 面 図

350 6000 350

6700

400 1000 1000 400

下流側 上流側

A2橋台

正 面 図 側 面 図側 面 図

4
0
0

10
00

6700

平 面 図

下部工補修詳細図 ( 1 / 1 2 )

1 3

2

3

1

4

1

□170x100

□100x250

□100x200

□150x250

□130x200

A2胸壁

W=0.35/L=0.60

補修工法 断面修復厚 表示

各工法の補修厚さは、以下の事項を考慮して決定した。

・低圧注入工法：補修対象は、0.3mm以上のひびわれに適用した。

図面表記は補修対象ひび割れのみを表示している。

・左官工法 ：1段鉄筋の鉄筋裏まで t=100mm

図中の記号は、損傷調査時の番号と同一であり、補修図においては抜け番号がある。

ひび割れ補修工(低圧注入工法) ---

補修凡例

断面修復工(左官工法)防錆処理:有 t=100mm

(mm)
幅/長さ

(m)

1

3
0
00

4
0
0

34
0
0

22380 22380 22380 22300

80 床版長 113240 80

配 置 図 S=1:200

23800

第1径間 第2径間 第3径間 第4径間 第5径間

A1橋台
P1橋脚

P2橋脚
P3橋脚

P4橋脚
A2橋台

令和8年度 道路メンテナンス事業

伊沢谷橋補修工事（第3工区）



市道 中央東西線

正 面 図
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正 面 図
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上流側
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下部工補修詳細図 ( 2 / 1 2 )
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下 部 工 補 修 詳 細 図 (2/12) S=1:50

車道橋 P1橋脚

P1梁

W=0.30～0.50/ΣL=18.15

P1梁

W=0.30～0.50/ΣL=18.15

P1柱

W=0.30～0.35/ΣL=1.55

P1柱

W=0.30～0.35/ΣL=1.55

P1梁

W=0.30～0.50/ΣL=18.15

P1梁

W=0.30～0.50/ΣL=18.15

補修工法 断面修復厚 表示

各工法の補修厚さは、以下の事項を考慮して決定した。

・低圧注入工法：補修対象は、0.3mm以上のひびわれに適用した。

図面表記は補修対象ひび割れのみを表示している。

・左官工法 ：1段鉄筋の鉄筋裏まで t=100mm

図中の記号は、損傷調査時の番号と同一であり、補修図においては抜け番号がある。

ひび割れ補修工(低圧注入工法) ---

補修凡例

断面修復工(左官工法)防錆処理:有 t=100mm

総延長
(m)

2 3
4

5

6

7

8

9

10

11

12

13 15

16 18
19 20

21

23 24

25

14 17 22

工 事 名

路線名等

工事箇所 阿波市阿波町綱懸

図 示 図面番号

徳島県阿波市

株式会社 フジタ建設コンサルタント

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名
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市道 中央東西線

下 部 工 補 修 詳 細 図 (6/12) S=NS

車道橋

下部工補修詳細図 ( 6 / 1 2 )

ひび割れ注入工法

補修工法詳細図

コンクリート

注入(エポキシ樹脂系注入材1種)

注入パイプ
(インジェクターゴム注入式)

表面処理(サンダー等)
シーリング(ポリエステル樹脂系シール材)

断面図

注入パイプ
200～300mm程度

ひび割れ

正面図

シーリング(ポリエステル樹脂系シール材)
W=30mm,t=2mm

ひび割れ部の清掃

注入孔の設置

シール材塗布及び注入器具取付

低圧注入工法 施工フロー

注入材の注入

シール材塗布及び注入器具撤去

仕上げ

※ ひび割れ補修工

・ひび割れ補修工(低圧注入工法)対象は、0.3mm以上のひびわれに適用した。

・使用材料については、1例を示している。施工においては、ひび割れ注入に

適した材料を選定し、監督員の承認を得ること。

補修工法詳細図

浮き,剥離,鉄筋露出調査

断面修復(左官)

断面修復工施工フロー

仕上げ

コンクリートはつり

(カッター工含む)

鉄筋ケレン・鉄筋防錆処理

(プライマー含む)

1
c
m程

度

既設鉄筋

カッター工(端部)

1cm程度

劣化範囲

現 状

補修要領

断面修復工(左官工法)

既設コンクリート断面欠損部

7c
m
程

度

注記
・断面修復工端部にはカッター切りを行い、フェザーエッジとならない様にすること。
・プライマー塗布前には、塵埃の除去を行うこと。
・鉄筋が腐食している場合は鉄筋の裏側まではつりケレンすること。
・断面修復材は、ポリマーセメントモルタルとし、空隙を作らないように施工すること。
・断面修復深さは、最外縁鉄筋裏までとしt=10cmとした。交差鉄筋が腐食している場合は発注者の承認を得て、

断面修復深さを変更すること。

1 5

ひびわれ注入工:低圧注入
W(mm) L(m) 備考

0.35 0.60

小計 0.60
A2橋台

下部工名

0.40

0.50 1.80

1.10

0.35 3.55

0.30 13.25

小計 19.70

P1橋脚

0.60 1.10

0.50

0.40

0.35

0.30

小計

P2橋脚

1.70

3.45

0.80

20.75

27.80

0.60 1.85

0.40 10.55

0.35

0.30

小計

0.75

21.90

35.05

P3橋脚

0.60 2.90

0.50 1.85

0.45 1.30

0.40 7.55

0.35

0.30

小計

4.60

22.25

40.45

P4橋脚

合計 123.60

ひびわれ注入工集計表

W = 0.60 mm L = 5.85 m

W = 0.50 mm L = 5.35 m

W = 0.45 mm L = 1.30 m

W = 0.40 mm L = 22.65 m

W = 0.35 mm L = 10.30 m

W = 0.30 mm L = 78.15 m

合 計 L = 123.60 m

断面修復工集計表

V = m3(設計数量)0.094

下部工名 数量

0.064

-

0.392

0.941

単位

m2

m2

m2

m2

適用

0.062 m2

左官工法 鉄筋ケレン･鉄筋防錆処理：有

A1橋台

A2橋台

P1橋脚

P2橋脚

合 計

0.333 m2P4橋脚

P3橋脚 0.090 m2

断面修復範囲

10
c
m

断
面

修
復

厚

鉄筋ケレン・鉄筋防錆処理

断面修復工(左官工法)

ポリマーセメントモルタル プライマー塗布

工 事 名

路線名等

工事箇所 阿波市阿波町綱懸

図 示 図面番号

徳島県阿波市

株式会社 フジタ建設コンサルタント

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名
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3400

30004002500 500 900

A1橋台

正 面 図

上流側 下流側

側 面 図 側 面 図

1530 3400

5
00

9
00

平 面 図

3000 400 900 500 1000

3400

A2橋台

正 面 図

上流側下流側

側 面 図

3400

5
0
0

9
00

平 面 図

下部工補修詳細図 ( 7 / 1 2 )

1 6

下 部 工 補 修 詳 細 図 (7/12) S=1:50

歩道橋 A1橋台・A2橋台

A1胸壁

W=0.30～0.60/ΣL=2.10

A2胸壁

W=0.30/ΣL=0.30

2

1 3

4

5

補修工法 表示

ひび割れ補修工(低圧注入工法)

補修凡例

総延長
(m)

各工法の補修厚さは、以下の事項を考慮して決定した。

・低圧注入工法：補修対象は、0.3mm以上のひびわれに適用した。

図面表記は補修対象ひび割れのみを表示している。

工 事 名

路線名等

工事箇所 阿波市阿波町綱懸

図 示 図面番号

徳島県阿波市

株式会社 フジタ建設コンサルタント

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/ 2 0

3
0
00

4
0
0

34
0
0

22380 22380 22380 22300

80 床版長 113240 80

配 置 図 S=1:200

23800

第1径間 第2径間 第3径間 第4径間 第5径間

A1橋台
P1橋脚

P2橋脚
P3橋脚

P4橋脚
A2橋台

令和8年度 道路メンテナンス事業

伊沢谷橋補修工事（第3工区）
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3400

9
0
0

43
0
0

3400

9
00

4
3
00

正 面 図
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上流側下流側

正 面 図

P2側

上流側 下流側
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2000

A1側 P2側

側 面 図

上流側

9
0
0

42
9
8

2000

A1側P2側

側 面 図

下流側

2
00

0

3400

上流側下流側

平 面 図

梁上面

2
0
00

3400

上流側下流側

平 面 図

梁下面

下部工補修詳細図 ( 8 / 1 2 )

1 7

P1梁

W=0.30/ΣL=0.85

P1柱

ひび割れ総延長ΣL=0.95

下 部 工 補 修 詳 細 図 (8/12) S=1:50

歩道橋 P1橋脚

6

7

補修工法 表示

ひび割れ補修工(低圧注入工法)

補修凡例

総延長
(m)

各工法の補修厚さは、以下の事項を考慮して決定した。

・低圧注入工法：補修対象は、0.3mm以上のひびわれに適用した。

図面表記は補修対象ひび割れのみを表示している。

工 事 名

路線名等

工事箇所 阿波市阿波町綱懸

図 示 図面番号

徳島県阿波市

株式会社 フジタ建設コンサルタント

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/ 2 0
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ひび割れ注入工法

補修工法詳細図

コンクリート

注入(エポキシ樹脂系注入材1種)

注入パイプ
(インジェクターゴム注入式)

表面処理(サンダー等)
シーリング(ポリエステル樹脂系シール材)

断面図

注入パイプ
200～300mm程度

ひび割れ

正面図

シーリング(ポリエステル樹脂系シール材)
W=30mm,t=2mm

ひび割れ部の清掃

注入孔の設置

シール材塗布及び注入器具取付

低圧注入工法 施工フロー

注入材の注入

シール材塗布及び注入器具撤去

仕上げ

※ ひび割れ補修工

・ひび割れ補修工(低圧注入工法)対象は、0.3mm以上のひびわれに適用した。

・使用材料については、1例を示している。施工においては、ひび割れ注入に

適した材料を選定し、監督員の承認を得ること。

ひびわれ注入工:低圧注入
W(mm) L(m) 備考

0.30

0.60 1.05

1.05

小計 2.10

A1橋台

下部工名

0.30 1.80

小計 1.80

0.30

小計

3.15

3.15

0.30

小計

0.60

0.60

合計 7.95

ひびわれ注入工集計表

W = 0.60 mm L = 1.05 m

W = 0.30 mm L = 6.90 m

合 計 L = 7.95 m

下 部 工 補 修 詳 細 図 (12/12) S=NS

歩道橋

下部工補修詳細図 ( 1 2 / 1 2 )

1 8

A2橋台
0.30 0.30

小計 0.30

P1橋脚

P3橋脚

P4橋脚

工 事 名

路線名等

工事箇所 阿波市阿波町綱懸

図 示 図面番号

徳島県阿波市

株式会社 フジタ建設コンサルタント

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/ 2 0
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補修足場工参考 図

1 9

工 事 名

路線 名等

工事 箇所 阿波市阿波町綱 懸

図 示 図 面番号

徳島県阿波市

株式会社 フ ジタ建 設コンサルタン ト

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業 者名

/ 2 0
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L1=10.87m
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地覆補修足場(TYPE E)

セーフティコーン

施工必要幅※1 施工必要幅※1

セーフティコーン

※1 既設防護柵塗替え塗装について

・施工は、片側ずつとしセーフティーコーンにより施工ヤードを確保する。

・施工中は、一般車両通行を片側交互通行にて規制を実施する。

・作業時間外は、コーンを車道上から撤去すること。(幅員が狭く通行の支障となるため。)

・橋軸方向規制延長は、作業人員や1日当り施工量を考慮して決定すること。

セーフティコーン セーフティコーン

水道管

足場設置期間に損傷させないこと。

水道管

足場設置期間に損傷させないこと。

5000施工必要幅※1

5000 施工必要幅※1

3000 3000

350 6000 350

6700 20 3400
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1
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1
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上 部 工 断 面 図 S=1:50
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吊り足場(TYPE A1)

足場チェーン

ころばし

朝顔(TYPE B)
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安全ネット

朝顔(TYPE B)

足場チェーン

たてじ,やらず

安全ネット

101201500

1
1
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0

800 950

地覆補修足場(TYPE E)

仮設工注意事項

・施工は、非出水期施工とする。

・単管足場の一部は、施工時最大水位内での仮設となるため、施工は短期間に実施し速やかに撤去すること。

単管足場設置時期に、出水が予想される場合は、事前に足場を撤去すること。

水道管

足場設置期間に損傷させないこと。

ブラスト用養生シート工

(素地調整施工時)

ブラスト用養生シート工

床版･地覆･高欄工補修時 塗替塗装・支承補修時

剥離剤養生シート

(塗膜除去時)

市道 中央東西 線

令和8年度 道路メンテナンス事業

伊沢谷橋補修工事（第3工区）
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現在、河川内河床掘削等の工事中である。
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市道 中央東西線

伊沢谷橋

昭和47(1972)年 3月

設 計 荷 重 2等橋(TL-14tf)

形 式 5径間単純RC床版合成鈑桁橋

112.000m

桁 長 5@22.280m

5@21.800m

θ=90°

縦 断 勾 配 1.0%程度 凸型勾配

アスファルト舗装

逆Ｔ式橋台，張出式橋脚

道路橋示方書 昭和39年

現 橋 諸 元

橋 長

支 間

斜 角

舗 装

躯 体 形 式

材 料

適 用 基 準

鉄筋コンクリート
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工

架 設 年 度

路 線 名

橋 名

有 効 幅 員 6.000m

横 断 勾 配 2.0% 放物線勾配

橋 梁 規 格 車道橋

平成25(2013)年 8月

群集荷重

5径間連続RC床版非合成鈑桁橋

113.400m

113.240m

23.500m,3@22.380m,22.000m

θ=90°

1.0% 凸型勾配

アスファルト舗装

逆T式橋台,円柱式橋脚(場所打ち杭)

道路橋示方書・同解説 平成14年3月
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3.000m

2.0% 片勾配

自転車歩行者専用橋
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参考図

浸透性ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗布工法

S=1:40

ひびわれ調査・マーキング

施工手順

ひびわれ清掃

エポキシ樹脂の計量・混合

ひびわれへ塗布・充填・液寄せ

硬化養生

完 了

エポキシ樹脂

コンクリート面

標準施工図

1.施工数量については、現地再確認を行った上で、

監督職員の承諾を得て決定すること。

注記

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

徳島県阿波市

株式会社 フジタ建設コンサルタント

参考図 浸透性ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗布工法

1:40

阿波市阿波町網懸

標準塗布量 20g～50g/m

市道 中央東西線

浸透性エポキシ樹脂塗布工法 概要

令和8年度 道路メンテナンス事業

伊沢谷橋補修工事（第3工区）


